
平成１９年７月６日 
 
報道機関 各位 

                             東北大学大学院法学研究科 
 

東北大学創立100周年記念事業・21世紀COE国際シンポジウム 

「ジェンダー平等と社会的多様性―理論と政策の架橋を目指して―』 

 
このたび、私どもの21世紀COEプログラム（社会科学分野）「男女共同参画社会の法と政策―ジェン

ダー法・政策研究センター」（拠点リーダー 辻村みよ子・法学研究科教授）では、下記の要領で国際シ

ンポジウムを開催することになりましたので、お知らせいたします。 

 

この国際シンポジウムでは、幣COE拠点が続けてまいりました5年間の研究・教育活動の締めくくり

としまして、ラディカル・フェミニズムの第一人者として著名なキャサリン・マッキノン教授,上野千鶴

子教授をはじめ、8カ国から11名の第一線でご活躍されている研究者、実務家、大臣経験者（猪口邦子

前大臣）等を講演者に、また国内の多数の著名な研究者をコメンテーターに迎えて、男女共同参画を促

進する理論と政策を概観いたします。世界各国のジェンダー平等および社会的多様性の現状や具体的取

組みが比較の視点から明らかにされ、理論と政策の架橋をめざした活発な議論が期待されます。 

21世紀の日本と国際社会がめざす「男女共同参画」の実現と、望ましい「社会的多様性」のあり方の

ための実践知は何か――少子化・高齢化・多文化共生の進む現在、その解決は喫緊の課題と言えます。

報道関係の皆様におかれましても、紙面および番組づくりの等の参考に、ぜひご来場をお待ちしており

ます。 

記 
 

日 時： 平成１９年７月２９日（日）～７月３１日（火） 

場 所： 仙台国際センター 

講演者： キャサリン・A・マッキノン（米国・ミシガン大学ロースクール教授 ジェンダー法学） 

上野千鶴子（東京大学大学院人文社会系研究科教授 社会学） 

朱暁青（中国・社会科学院法律研究所教授・同附属ジェンダー法研究所所長 国際人権法） 

キム・ソンウク（韓国・梨花女子大学校法科大学教授、前韓国法制処長） 

猪口邦子（衆議院議員・前内閣府特命担当大臣[少子化・男女共同参画担当]）ほか 

コメンテーター： 浅倉むつ子（早稲田大学教授）、竹村和子（お茶の水女子大学教授）、土佐弘之（神

戸大学教授）、角田由紀子弁護士ほか多数 

 

＊使用言語：日本語・英語（同時通訳）、＊対象：研究者、実務家、学生、一般市民、＊入場料：無料 

（プログラムの詳細については、添付のポスターおよび http://www.law.tohoku.ac.jp/COE/をご参照く

ださい。） 
                                                     

＜問い合わせ先＞ 
東北大学大学院法学研究科 COE支援室 
〒980-8576 仙台市青葉区川内27-1 
電話：022-795-3740  FAX：022-795-3740 
E-mail：21coe@law.tohoku.ac.jp

 
 
 
 
 
 
※なお、２９日（日）のセッション終了後（17:30 ～ ）、上記講演者ほかによる記者会見を予定してお

ります。詳細については追ってお知らせいたします。 
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